
６
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定
例
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を
問
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私
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ひ
と
言
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Ｐ
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Ｐ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
8
Ｐ
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平
成
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8
年
７
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2
2
日
発
行
第
1
7
4
号

平
成
2
8
年
７
月
2
2
日
発
行

水
し
ぶ
き
に

　
　
に
ぎ
や
か
な
　歓
声
あ
が
る
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主
な
補
正
内
容

一　般　会　計

3,254万円増額
（総額34億254万円）

補　正　額

6月定例会

　平
成
28
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
13
日
に
召
集
さ
れ
５
日
間
と
定
め
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
１
件
・
改
正
３
件
、
補
正
予
算
８
件
の
12
議
案
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

歳

　入

条
例
改
正

○
江
府
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　（
国
の
地
方
税
法
改
正
に
よ
る
も
の
）

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

　（
財
政
基
盤
の
安
定
、
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
）

○
江
府
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　（
熊
本
地
震
災
害
支
援
の
職
員
派
遣
に
伴
う
も
の
）

条
例
制
定

○
江
府
町
い
き
い
き
基
金
条
例

　こ
の
条
例
は
、
江
府
町
が
進
め
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
対
し
「
水
と
生
き
る
サ
ン

ト
リ
ー
」
を
掲
げ
、
「
天
然
水
の
森

　奥
大
山
」
の
自

然
を
守
る
サ
ン
ト
リ
ー
㈱
が
賛
同
し
、
又
、
地
元
江
府

町
に
貢
献
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
制
定
さ
れ
た
。
平
成

28
年
度
か
ら
５
年
間
寄
付
を
受
け
る
も
の
で
、
今
年
度

は
１
千
万
円
寄
附
さ
れ
た
。

　（
目
的)

　第
１
条

　こ
の
条
例
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
㈱
か
ら
の
寄

附
金
を
財
源
と
し
て
、
江
府
町
が
策
定
し
た｢

ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略｣

の
一
環
と
し
て
、
次

世
代
を
担
う
人
材
育
成
、
文
化
、
芸
術
活
動
、
産
業
振

興
に
関
し
、
江
府
町
に
暮
ら
す
住
民
へ
の
支
援
を
行
う
。

　（
以
下
省
略
）

総
務
費

（
町
営
バ
ス
購
入
費
）

　
　
　
　
　
　９
６
３
万
円

（
大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭

　
　
　推
進
事
業
負
担
金
）

　
　
　
　
　
　２
５
０
万
円

（
社
協
事
務
所
購
入
費
）

　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

（
社
協
事
務
所
土
蔵
解
体
費
）

　
　
　
　
　
　２
５
０
万
円

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
永
井
宅

　購
入
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　82
万
円

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
永
井
宅

　解
体
費
）

　
　
　
　
　
　２
９
８
万
円

（
熊
本
地
震
災
害
応
援
事
業
費
）

　
　
　
　
　
　１
５
９
万
円

図
書
購
入
費
（
ケ
イ
ズ
寄
附
金
）

（
図
書
館
・
保
育
園
・
小
学

校
・
中
学
校
図
書
購
入
費
）

　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

防
災
費

（
ド
ロ
ー
ン
購
入
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　61
万
円

江
府
町
い
き
い
き
基
金
費

（
サ
ン
ト
リ
ー
寄
附
金
）

　
　
　
　１
，
０
０
０
万
円

歳

　出

購入予定と同型のマイクロバス

平成28年７月22日発行（３）

来春完成予定の
サントリー第２工場

車
両
購
入
事
業

　
　
　
　県
補
助
金

（
町
営
バ
ス
購
入
費
）

　
　
　
　
　
　３
０
６
万
円

地
方
創
生
推
進
交
付
金

（
大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭

　推
進
費
）

　
　
　
　
　
　１
２
５
万
円

江
府
町
い
き
い
き
基
金

　
　
　
　
　
　
　寄
附
金

（
サ
ン
ト
リ
ー
寄
附
金
）

　
　
　
　１
，
０
０
０
万
円

児
童
福
祉
費
・
図
書
購
入
・

中
学
校
費
・
小
学
校
費
寄
附

金（
ケ
イ
ズ
寄
附
金
）

　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円



（４）

町政ここを問う一般質問

一般質問は２人の議員が行い、町長の方針をただした

竹茂　幹根

質
問

　３
月
議
会
で
退
任
の

表
明
が
あ
っ
た
が
、
住
民
の

福
祉
の
充
実
、
施
策
を
し
た

中
で
や
り
遂
げ
た
こ
と
、
ま

だ
や
り
残
し
た
こ
と
な
ど
伺

う
。

町
長
答
弁

　12
年
間
、
住
民
、
議
会
の

皆
さ
ん
に
、
ご
協
力
を
頂
き

無
事
に
大
任
を
果
た
し
、
こ

の
７
月
末
を
も
っ
て
退
任
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　成
果
と
か
、
よ
か
っ
た
こ

と
、
悪
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
正
直
言
っ
て
、
町
民

の
皆
様
が
、
こ
の
12
年
間
で

判
断
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

本
人
が
申
す
べ
き
こ
と
で
は

な
い
と
思
う
。

質
問

　さ
か
や
の
山
林
を
町

有
林
と
し
て
買
収
し
た
理
由

が
理
解
で
き
な
い
。

　町
有
林
と
し
な
い
と
山
林

が
乱
開
発
さ
れ
る
、
あ
る
い

は
外
資
に
買
収
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
、
水
源
涵
養
林
と
し

て
の
保
全
等
の
説
明
で
あ
っ

た
が
、
理
解
で
き
な
い
。
大

建
工
業
と
同
額
の
１
町
歩
13

万
で
再
交
渉
す
べ
き
だ
。

町
長
答
弁

　過
去
、
３
回
詳
細
に
答
弁

し
て
い
る
。
そ
れ
以
上
、
上

も
下
も
答
弁
は
な
い
。
過
去

に
お
い
て
も
再
交
渉
は
し
な

い
と
は
っ
き
り
答
弁
し
て
い

る
。

質
問

　サ
ン
ト
リ
ー
の
地
下

水
く
み
上
げ
限
度
量
50
万
ト

ン
か
ら
80
万
ト
ン
へ
の
契
約

更
新
に
つ
い
て
は
、
無
料
の

水
を
く
み
上
げ
て
利
益
を
上

げ
て
い
る
。
更
新
に
際
し
住

民
の
福
祉
の
増
進
の
た
め
に

も
、
そ
れ
相
応
の
寄
付
を
仰

い
で
も
よ
い
で
は
な
い
か
。

町
長
答
弁

　地
下
水
く
み
上
げ
契
約
は
、

町
と
サ
ン
ト
リ
ー
が
交
わ
し

て
い
る
契
約
で
、
根
拠
は
企

業
進
出
す
る
と
き
は
、
環
境

影
響
評
価
の
ル
ー
ル
が
あ
り
、

そ
れ
に
基
づ
く
契
約
で
す
。

　誘
致
企
業
サ
ン
ト
リ
ー
の

進
出
で
、
こ
れ
ま
で
町
の
活

性
化
に
２
８
０
０
万
円
の
寄

答
町
民
の
判
断

に
委
ね
る

竹
内
町
長
の

退
任
に
際
し
て

問

答
再
交
渉
は

　
　し
な
い

「
さ
か
や
」
と
再

交
渉
す
べ
き
で
は

問

答
相
応
な
地
域

貢
献
が
あ
る

サ
ン
ト
リ
ー
の
地
下

水
く
み
上
げ
量
の
契

約
更
新
に
つ
い
て

問

平成28年７月22日発行

竹
内
町
長
の
退
任
に
際
し
て

付
を
頂
い
て
い
る
。

　ま
た
、
税
と
し
て
、
固
定

資
産
税
、
法
人
税
合
わ
せ
て

４
億
４
千
万
円
の
財
源
が
町

に
入
っ
て
い
る
。

　な
お
、
地
下
水
に
対
し
税

を
か
け
る
こ
と
は
法
律
上
で

き
ま
せ
ん
。

増設された10号井戸



質
問

　小
学
校
の
プ
ー
ル
の

部
分
改
修
が
終
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ト
イ
レ
・
更
衣
室

の
現
状
は
、
誠
に
劣
悪
な
環

境
で
あ
り
、
町
内
事
務
調
査

で
も
、
し
ば
し
ば
指
摘
し
て

い
る
。
早
急
に
全
面
改
修
を

実
施
さ
れ
た
い
。

教
育
長
答
弁

　更
衣
室
・
ト
イ
レ
に
関
し

て
の
状
況
は
承
知
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
の
プ
ー
ル

は
43
年
も
経
過
し
て
お
り
、

毎
年
配
管
等
の
修
理
も
か
さ

み
、
今
後
は
部
分
的
な
改
修

で
は
な
く
て
、
プ
ー
ル
の
建

て
か
え
を
出
来
る
か
場
所
を

含
め
財
源
も
合
わ
せ
な
が
ら
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問

　保
育
園
入
園
の
乳
幼

児
の
数
が
減
少
し
て
い
る
中

で
待
機
乳
幼
児
が
い
る
が
対

応
は
ど
う
か
。
ま
た
、
保
育

士
の
配
置
基
準
の
緩
和
が
検

討
さ
れ
て
お
る
が
、
江
府
町

に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
認

識
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
。

教
育
長
答
弁

　今
後
、
今
以
上
の
入
園
希

望
に
対
応
す
る
に
は
、
施
設

整
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

今
後
の
出
生
数
の
推
移
等
を

見
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

　配
置
基
準
の
緩
和
に
つ
い

て
は
、
低
年
齢
児
の
対
応
が

課
題
で
す
が
、
江
府
町
に
生

ま
れ
た
子
供
た
ち
は
、
す
べ

て
受
け
入
れ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
問

　大
山
山
麓
地
域
の
日

本
遺
産
登
録
に
関
連
し
た
、

江
府
町
独
自
の
Ｐ
Ｒ
活
動
が

ど
う
構
築
し
て
い
か
れ
る
か

が
、
ま
さ
し
く
、
江
府
町
の

埋
も
れ
た
観
光
資
源
の
発
掘

に
絶
好
の
機
会
で
は
な
い
で

答
前
向
き
に

　検
討
す
る

プ
ー
ル
全
体
の

改
修
計
画
は

問

答
低
年
齢
児
保
育
を

慎
重
に
対
応

保
育
園
の
未
満
児

入
園
状
況
は

問

答
一
市
三
町
で
強

力
に
推
進
す
る

日
本
遺
産
登
録

の
Ｐ
Ｒ
活
動
は

問

課題と期待は未来志向で

し
ょ
う
か
。

町
長
答
弁

　こ
の
日
本
遺
産
登
録
を
い

か
に
使
っ
て
、
地
域
活
性
化
、

経
済
波
及
効
果
を
生
む
か
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
っ
面
だ

け
で
は
だ
め
で
、
地
に
足
の

つ
い
た
こ
と
を
合
わ
せ
て
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
い
っ
と
き
の
花
火

で
は
な
く
て
長
い
間
つ
な
が

っ
て
、
日
本
遺
産
に
な
っ
て
、

来
て
み
た
ら
Ｐ
Ｒ
も
よ
か
っ

た
、
現
場
も
よ
か
っ
た
、
お

も
て
な
し
が
あ
っ
た
、
と
い

う
ふ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

三輪　英男

日本遺産に指定された大山寺（山門）

平成28年７月22日発行（５）
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　企
業
誘
致
調
査
特
別
委
員
会
を
６
月
14
日
に
環
境
保
全
協
定

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
開
催
し
た
。

　サ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
は
第
２
工
場
建
設
に
伴
い
、
年

間
揚
水
量
50
万
ｔ
を
80
万
ｔ
に
改
正
の
要
望
を
受
け
て
、
当
委

員
会
で
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
本
谷
川
・
細
谷
川
等
数

カ
所
に
於
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
江
府

町
議
会
と
し
て
は
改
正
す
る
こ
と
に
全
員
一
致
で
同
意
し
た
。

環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
を
改
正

企
業
誘
致
調
査
特
別
委
員
会

サントリープロダクツ㈱奥大山工場の揚水量を改正
年間揚水量 　50万ｔ　　80万ｔ（事前協議）

提出のあった陳情は、6月定例議会で審査した結果、下記のとおり決定しました

陳情の審査結果

件　　名 提出者 審議結果

反核・平和の火リレー鳥取県実行委員会

実行委員長　田中修一
趣旨採択
(賛成多数)

「名護市辺野古への新基地建設凍結と地方自

治の尊重、国民的議論の推進を日本政府に求

める意見書」提出に関する陳情書

自治労鳥取県本部

　執行委員長　西村裕生

江府町職員労働組合

　執行委員長　谷口博志

採　　択
(全員一致)地方財政の充実・強化を求める陳情

鳥取の保育を考える会

　会長　石井由加利
採　　択
(全員一致)

保育士の処遇改善並びに職員配置基準の引き

上げの緊急対応と財源確保を求める陳情書

鳥取県教職員組合西部支部

　支部長　藤本敏秀

鳥取県高等学校教職員組合西部支部

　支部長　岡島恒志

趣旨採択
(全員一致)

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度2分

の１復元をはかるための、2017年度政府予算

に係る意見書採択の陳情書

第２工場建設に伴うサントリーとの調印式

改正前　年間50万ｔを超えて揚水を行う場合事前協議する。

改正後　年間80万ｔを超えて揚水を行う場合事前協議する。

《議員発議》
・陳情第４号、地方財政の充実・強化を求める陳情

・陳情第５号、保育士の処遇改善並びに職員配置基準の引き上げの緊急対応と財源確保を求める陳情を

　採択したことにより、意見書を次にあげる者に提出した。

『意見書提出先』

　内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、

　内閣府特命担当大臣（経済財政政策担当）、地方創生担当大臣、厚生労働大臣、文部科学大臣、

　少子化対策担当大臣、衆議院議長、参議院議長



「概況」

　防災情報センターにて、４月13日に開催した。住民11名の出席と参加者は

少なかったが、色々な地域から出席があり、活発な意見が出ました。議会か

らの報告の後、意見交換に入ったが概ね有意義な意見交換となった。出席者

の意見には、其々議員から丁寧に返答を行った。時間が許せばもっと議論し

たい方が多くおられ、今後の課題としたい。出た意見は、報告書を作成し町

長に提出し内容について説明し、住民の意見として受け止めるよう要望した。

平成28年７月22日発行（７）

住 民 懇 談 会 報 告住 民 懇 談 会 報 告住 民 懇 談 会 報 告

主
な
意
見

問
　
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
優
し
い
町
、
子
育
て
し
や
す
い
町
に
し
人
口

　　増
に
つ
な
げ
て
は
。

答

　浜
田
市
で
実
施
さ
れ
て
お
り
検
討
課
題
で
す
。

問
　観
光
ガ
イ
ド
の
事
業
が
あ
る
が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答
　奥
大
山
古
道
な
ど
が
あ
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
決
め
ら
れ
ま
す
。

問
　体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
活
用
を
す
べ
き
。

答
　現
在
の
器
具
は
古
く
、
今
後
器
具
の
入
れ
替
え
や
指
導
員
の
配
置

　　な
ど
検
討
し
た
い
で
す
。

問
　民
俗
資
料
館
（
江
美
城
）
の
活
用
を
す
べ
き
。

答
　一
般
の
方
か
ら
、
３
０
０
万
円
の
寄
付
金
で
屋
根
等
の
修
理
を
行
っ

　　た
。今
後
、資
料
や
展
示
品
を
整
理
し
公
開
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問
　
天
の
蛍
の
コ
ミ
ッ
ク
、
十
七
夜
、
江
美
城
な
ど
関
連
し
て
観
光
事

　　業
の
展
開
を
。

答
　観
光
は
重
要
な
事
業
と
捉
え
て
お
り
、
今
年
の
地
方
創
生
事
業
で

　　予
算
化
し
て
い
ま
す
。

問
　明
倫
小
、
江
府
中
跡
地
の
活
用
は
。

答
　サ
ン
ト
リ
ー
・
日
通
な
ど
住
宅
の
需
要
が
あ
り
現
在
、
民
間
事
業

　　で
住
宅
の
整
備
や
宅
地
分
譲
を
行
う
計
画
で
す
。

問
　貝
田
集
落
手
前
の
十
字
路
に
、
看
板
設
置
を
。

答
　実
施
す
る
よ
う
行
政
に
伝
え
ま
す
。

問
　職
員
の
地
域
担
当
を
決
め
有
効
利
用
し
て
は
。

答
　担
当
職
員
は
決
め
て
い
る
が
、
役
割
が
活
さ
れ
て
な
い
の
で
今
後

　

 

の
課
題
で
す
。

問
　道
の
駅
の
ト
イ
レ
を
反
対
側
に
も
設
置
を
。

答
　行
政
に
検
討
す
る
よ
う
伝
え
ま
す
。

問
　総
合
戦
略
に
対
す
る
各
議
員
の
考
え
は
。

答
　各
議
員
が
其
々
の
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。

問
　議
会
議
事
録
の
コ
ピ
ー
を
図
書
館
に
も
置
く
べ
き
で
は
。
ま
た
議
会
の
映
像
を
。

答
　財
政
負
担
が
少
な
い
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
　
総
合
戦
略
の
人
口
目
標
に
対
す
る
具
体
的
な
方
策
は
。
小
さ
な
拠

　　点
作
り
と
は
。

答
　ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
は
な
い
。
総
合
戦
略
の
中
に
若
い
世
代
が
残
れ
る
よ

　　う
多
く
の
政
策
が
あ
り
、
そ
れ
を
出
来
る
所
か
ら
や
る
と
い
う
事

　　で
す
。

問
　農
業
、
農
地
を
ど
う
守
る
か
。

答
　江
府
町
に
人
が
住
む
う
え
で
重
要
な
問
題
で
あ
り
深
刻
に
受
け
止

　

 

め
て
い
る
。
集
落
営
農
や
農
業
公
社
な
ど
議
論
を
深
め
た
い
で
す
。

問
　役
場
庁
舎
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　昨
年
10
月
に
町
長
か
ら
Ｊ
Ａ
に
文
書
で
申
し
入
れ
を
し
、
書
面
で

　　期
待
に
添
え
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。
納
得
で
き
か
ね
る
内
容
で

　　あ
り
３
月
議
会
で
Ｊ
Ａ
植
田
専
務
、
竹
内
町
長
と
直
接
話
し
合
っ

　　た
結
果
、
今
後
も
協
議
を
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

問
　
役
場
庁
舎
に
つ
い
て
一
般
の
住
民
に
情
報
が
な
い
。
住
民
の
意
見

　　も
聞
く
べ
き
で
は
。

答
　
Ｊ
Ａ
と
の
交
渉
が
あ
り
、
住
民
に
情
報
が
十
分
届
い
て
い
な
い
。

　　今
後
し
っ
か
り
と
伝
え
ま
す
。

問
　
庁
舎
建
設
は
将
来
の
財
政
負
担
や
中
学
校
跡
地
な
ど
別
の
土
地
の

　　利
用
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
　Ｊ
Ａ
と
の
交
渉
も
含
め
、
将
来
、
禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
財
政
も

　　含
め
議
論
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問
　地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
残
れ
る
よ
う
、
十
分
な
支
援
と
配
慮
を
。

答
　残
念
な
が
ら
、
３
名
の
隊
員
が
辞
め
ら
れ
た
。
今
後
、
色
々
な
方

　　策
で
残
っ
て
行
け
る
よ
う
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　御
出
席
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と

も
住
民
の
皆
様
の
声
を
聴
く
機
会
を
持
ち
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



（８）

▼
鳥
取
島
根
両
県
の
選
挙
区
を
一

つ
に
し
た
憲
政
史
上
初
の
合
区
と
、

18
歳
選
挙
権
が
国
政
で
初
め
て
適

用
さ
れ
た
第
24
回
参
院
選
は
与
党

の
圧
勝
で
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か

し
合
区
は
地
方
を
元
気
に
し
よ
う

と
い
う
地
方
創
生
の
考
え
と
逆
で

地
方
の
声
が
国
政
に
届
か
な
く
な

る
危
険
性
が
あ
り
、
合
区
の
解
消

を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

▼
単
独
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
選
択

し
た
町
民
の
付
託
に
答
え
３
期
12

年
間
、
危
機
的
な
状
況
で
あ
っ
た

財
政
を
見
事
に
立
て
直
し
、
江
府

町
の
発
展
と
町
民
の
福
祉
の
向
上

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
竹
内
町

長
が
７
月
31
日
で
勇
退
さ
れ
ま
す
。

長
い
間
の
ご
苦
労
に
対
し
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　川
端

　雄
勇
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勇
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男
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夫
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　は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
江

府
町
観
光
協
会
で
働
か
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　島
根
県
松
江
市
出
身
の
41
歳
、

長
谷
川
誠
と
申
し
ま
す
。

　今
ま
で
制
作
業
務
関
連
の
仕

事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　日
々
パ
ソ
コ
ン
に
向
き
合
う

仕
事
柄
「
自
然
」
と
い
う
物
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
気
が
つ

け
ば
毎
週
、
山
に
向
か
う
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　そ
う
い
っ
た
中
で
も
っ
と
自

然
と
繋
が
り
、
地
域
に
貢
献
で

き
る
よ
う
な
仕
事
が
し
て
み
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
う
い
う
想
い
の
中
で
奥
大

山
の
江
府
町
を
知
り
ま
し
た
。

　江
府
町
は
、
大
き
な
山
と
綺

麗
な
川
に
は
さ
ま
れ
た
個
性
的

で
自
然
豊
か
な
町
で
す
。
こ
う

い
っ
た
環
境
を
背
景
に
行
わ
れ

る
町
あ
げ
て
の
歴
史
あ
る
行
事

も
と
て
も
魅
力
的
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　現
代
社
会
に
お
い
て
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
物
が
こ
こ
に
は
間
違

い
な
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
は
、
江
府
町
を
理
解
し

こ
れ
ま
で
の
業
務
経
験
を
活
か

し
、
江
府
町
の
魅
力
を
県
外
に

伝
え
る
と
共
に
「
江
府
町
に
行

っ
て
み
よ
う
！
」
と
思
わ
せ
れ

る
要
素
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

ひ
と
言武庫

長谷川　誠

地域を理解する

新道

川上　結衣

江府町に来て

　長
男
が
小
学
生
に
な
る
と
同

時
に
、
米
子
か
ら
江
府
町
に
や

っ
て
来
て
、
早
５
年
目
に
な
り

ま
す
。
は
じ
め
は
『
江
府
町
？

ど
こ
？
県
外
？
」
と
場
所
も
知

ら
ず
、
新
し
い
環
境
に
馴
染
め

る
の
か
な
ど
と
親
子
共
々
不
安

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
、

家
族
、
友
だ
ち
、
地
域
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、
毎
日
楽
し
く
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　優
し
く
人
気
者
の
長
男
（
小

５
）
笑
顔
の
か
わ
い
い
マ
イ
ペ

ー
ス
な
長
女
（
小
２
）
明
る
く

よ
く
食
べ
る
我
が
家
の
元
気
印

の
次
女
（
４
歳
）
今
年
の
お
正

月
に
生
ま
れ
た
全
て
が
か
わ
い

す
ぎ
る
次
男
は
豊
か
な
自
然
の

中
で
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
い

ま
す
。
米
子
に
い
る
時
は
、
車

の
往
来
も
多
く
、
子
ど
も
た
ち

を
な
か
な
か
外
で
遊
ば
せ
て
や

れ
な
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
江
府

町
で
は
そ
ん
な
こ
と
も
な
く
、

近
く
に
住
む
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
頼
り
な
が
ら
と

て
も
良
い
環
境
で
子
育
て
を
し

て
い
ま
す
。

　江
府
町
を
知
ら
な
い
人
は
、

意
外
と
多
い
と
思
う
の
で
、
も

っ
と
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
け
ば
い
い

と
思
い
ま
す
！
私
に
で
き
る
事

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
、様
々
な
物
で「
江
府
町

は
こ
ん
な
町
！
こ
ん
な
事
を
し

て
い
る
！
良
い
環
境
だ
よ
！
」

と
言
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
誇

れ
る
気
持
ち
を
親
子
で
育
ん
で

い
き
た
い
で
す
。
虫
は
多
い
し

熊
は
出
る
し
、
い
い
事
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
私
の

大
切
な
人
達
は
、
こ
の
町
を
愛

し
て
い
ま
す
。
目
指
せ
、
本
当

の
「
こ
う
ふ
く
ち
ょ
う
」


